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１．はじめに  

 筑後川は九州最大の河川であり、筑後川下流域は国内最大の干満差 6

ｍを有する有明海の影響を受け、23 ㎞に及ぶ感潮域を形成している。

筑後川感潮域では、近年の海面上昇や少雨傾向等の影響による塩分濃

度の長期的な変化が現れ、アリアケヒメシラウオなどの貴重種を含む

生態系への影響が懸念されている。塩分濃度の長期的な変化は、懸濁

性物質や栄養塩など他の水質に影響を及ぼす可能性がある。本研究で

は、有限容積モデルを用い、筑後川感潮域における栄養塩の挙動につ

いて基礎的知見を得たものである。 

２．計算方法 

 筑後川感潮域の概略を図-1 に示す。図-2 に示すよう

に筑後川感潮域を 2 つのエレメントに分

け、有限容積モデルによる水質計算を行

った。筑後大堰湛水域と有明海湾奥部の

境界条件はそれぞれ瀬の下地点の L-Q

式、有限容積モデルの計算結果である。

PO4-P の反応項は、溶出、共沈及び溶脱

とした。計算期間は 1984 年～2008 年と

し、計算ステップは 1 日とした。計算値

の水質濃度は各領域内で空間的に体積

平均化されたものである。 

３．計算結果と考察 

 本研究では諸富橋地点の栄養塩濃度

の挙動に関して考察する。有限容積モデ

ルにより反応系（非保存系）物質を計算

するに際して、保存系物質を用いた移

流・分散係数の設定が必要となる。本研

究では保存系物質として塩分を用いて

移流・分散輸送パラメータを推定した。

塩分の計算結果を図-3 に示す。感潮域

においては、有明海の潮位上昇に伴う塩

分の経年的な増加が指摘されている 1)。そのことを踏まえて、本研究では、1994 年前後で分散係数を変化させ

ている。図-3 から、感潮域の塩水化、降雨時における塩分の低下など定性的な傾向が概ね再現されている。図

-4 に、感潮域と有明海との分散輸送に関する感度解析の結果を示す。図-4 の上図に示す結果は、1994 年以前 
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図-1 筑後川感潮域 

図-2 エレメント構成図 

図-4  分散輸送に関する感度解析 

（上:E0=350(m3/s)、上:E0=400(m3/s)） 
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図-3  塩分濃度の計算結果 
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を想定した結果であり、下図は、1994

年以降を想定した計算結果である。これ

らの図から、1994 年前後で有明海から

の分散輸送の影響の度合いが異なり、特

に直近における感潮域の塩水化現象が

再現されているようである。塩分計算で

得られた移流分散輸送項のみを用いて

DIN 濃度の計算を行い、結果を図-5 に

示す（1988～1990 年は実測結果の分析

上の問題が指摘されており、本研究では

考察対象から除いている）。図-5 に示す

再現結果からは、塩分と同様に有明海か

らの低濃度 DIN の分散輸送の影響を受

け、直近の DIN 濃度の減少傾向が再現

されているようである。本例に示す範囲

内ではあるが、DIN について反応（藻類

への摂取や溶出など）を考慮せず、移流

分散（上流からの負荷も含む）のみで

DIN 濃度が再現されていることが特徴

的である。図-6 に、DIN と同様に移流

分散のみで計算した PO4-P の計算結果

を示す。この図からは PO4-P の計算値

は、実測値との乖離が確認され、感潮域

内における付加的な負荷、すなわち反応

項の導入の必要性が確認される。既往の

研究からは溶出と共沈が指摘されてお

り 2)、溶出と共沈を考慮した結果を図-7

に示す。溶出、共沈を考慮したことによ

り PO4-P の実測値レベルを概ね再現す

ることができたが、1994 年-1997 年、2001 年-2003 年の高塩分時において、若干ではあるが計算値が実測値よ

り若干低くなっている。ここでは、塩分の上昇に伴う PO4-P の溶脱を想定し 3)、結果を図-8 に示す。この図か

ら、溶脱による PO4-P の増加が認められたが詳細は今後の課題である。 

４．まとめ   

 本研究では、筑後川感潮域における栄養塩の挙動について検討した。筑後川感潮域において DIN の挙動は、

海面上昇による有明海の影響を強く受けていることが確認された。PO4-P については、近年増加傾向にあり、

感潮域での物質輸送変換が支配的と推察される。今後はモデルの精度向上を図り、現象解明に努めたい。 
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図-7  溶出と共沈を考慮した PO4-P の計算結果 
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図-6  PO4-P 濃度(移流分散輸送のみ)の計算結果 
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図-5  DIN 濃度(移流分散輸送のみ)の計算結果 
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図-8  溶脱を考慮した PO4-P の計算結果 
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